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経
済
発
展
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大

　

'08
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
'10
年
の

上
海
万
博
と
、
国
際
的
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

が
続
い
た
中
国
。
同
国
経
済
の
牽
引
役
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
官
民
に
よ
る
積
極
的

な
設
備
投
資
と
個
人
消
費
だ
。

　

特
に
、政
府
に
よ
る
公
共
投
資
は
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、素
早
く
実
施
さ
れ
た

４
兆
元（
１
元
＝
約

12.5
円
）の
景
気
刺
激
策

の
中
で
も
予
算
を
大
き
く
割
り
当
て
ら
れ

て
お
り
、鉄
道
・
道
路
等
の
整
備
や
四
川
大

地
震
の
復
興
再
建
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
利

用
さ
れ
た
。
民
間
で
の
住
宅
や
商
業
ビ
ル

の
建
設
意
欲
も
旺
盛
で
、最
近
で
は
資
産

バ
ブ
ル
の
懸
念
も
取
り
沙
汰
さ
れ
て
お

り
、中
国
政
府
は
金
融
引
締
め
を
行
わ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
個
人
消
費
に
つ
い
て
は
、
国
民

所
得
の
向
上
を
背
景
に
、
幅
広
い
分
野
で

急
速
に
伸
び
て
い
る
。
特
に
目
覚
ま
し
い

の
が
自
動
車
業
界
だ
。
'10
年
の
販
売
台
数

は
1
、8
0
6
万
台
と
な
り
、
過
去
の
米

国
の
記
録（
'05
年
）を
抜
き
、
世
界
最
高
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
前
述
の
政
府
に
よ
る
景
気
刺
激

策
や
農
業
近
代
化
政
策（
補
助
金
支
給
等
）

の
強
化
な
ど
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
建
設

機
械
業
界
や
農
業
機
械
業
界
も
、
大
幅
な

成
長
を
み
せ
て
い
る
。

　

日
用
品
分
野
に
お
い
て
は
、
化
粧
品
市

場
の
拡
大
が
顕
著
だ
。
大
手
日
系
化
粧
品

メ
ー
カ
ー
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
化

粧
品
市
場
は
、
こ
こ
数
年
、
10
％
台
後
半

の
成
長
を
続
け
、
'09
年
に
は
利
用
者
に

し
て
6
、0
0
0
万
人
で
あ
っ
た
も
の
が

'10
年
に
1
億
人
を
突
破
し
、
'20
年
に
は

4
億
人
に
達
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

公
庫
お
取
引
先
の
進
出
状
況

　

日
本
公
庫
中
小
企
業
事
業
の
お
取
引
先

で
は
、
'10
年
3
月
末
時
点
で
2
、4
0
4

社
が
中
国
（
香
港
を
含
む
）
に
進
出
し
て

い
る
（
図
１ 

中
国
全
図
参
照
）。
こ
れ
は
、

海
外
進
出
し
て
い
る
お
取
引
先
の
半
数
以

上
が
中
国
に
進
出
し
て
い
る
と
い
う
数
字

で
あ
る
。

　

昨
年
の
７
～
８
月
に
か
け
て
海
外
現
地

法
人
を
有
す
る
当
事
業
お
取
引
先
を
対
象

に
実
施
し
た
「
取
引
先
海
外
現
地
法
人
の

業
況
調
査
報
告
」
に
よ
れ
ば
、中
期
的
（
今

後
３
年
程
度
）な
事
業
展
開
先
に
つ
い
て
、

回
答
先
全
体
の
約
47
％
が
中
国
と
回
答
し

首
位
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
を
選
択
し
た

理
由
と
し
て
は
「
現
地
市
場
の
将
来
性
が

高
い
」（
約
63
％
、
複
数
回
答
あ
り
）
が

ト
ッ
プ
と
な
り
、
従
来
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た

「
労
働
力
が
低
廉
豊
富
」（
約
37
％
）の
割
合

は
大
幅
に
低
下
し
た（
図
２
参
照
）。

　

進
出
業
種
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
多

い
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
、
自
動
車
、
家
電
な
ど

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
目
的
の
業
界
の
ほ
か
、
現

地
市
場
開
拓
の
目
的
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、

も
は
や
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
進
出
が
進
ん

で
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

業
況
に
つ
い
て
は
、
約
62
％
の
企
業
が

今
後
一
年
間
の
売
上
高
が
増
加
す
る
と

予
測
し
て
い
る
ほ
か
、
約
55
％
の
企
業
が

当
面（
1
～
3
年
）の
経
営
方
針
に
つ
い
て

事
業
を
拡
大
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
結
果
か
ら
、
中
国
経
済
の
拡
大
に

伴
っ
て
今
後
の
成
長
に
期
待
を
し
て
い
る

企
業
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

顕
在
化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク

　

た
だ
、中
国
で
事
業
展
開
す
る
上
で
は
、

様
々
な
経
営
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
が
多

い
。
特
に
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
テ
ー
マ

は
、
人
件
費
の
高
騰
を
は
じ
め
と
す
る
労

務
管
理
だ
。

　

中
国
で
は
例
年
、
各
地
で
定
め
ら
れ
て

い
る
最
低
賃
金
が
更
新
さ
れ
る
の
を
き
っ

か
け
に
、
給
与
水
準
を
見
直
す
企
業
が
多

い
。
'09
年
に
金
融
・
経
済
危
機
の
影
響
か

ら
最
低
賃
金
の
引
上
げ
が
見
送
ら
れ
た

が
、
そ
の
反
動
で
、
特
に
'10
年
は
例
年
よ

り
も
引
上
げ
幅
が
大
き
く
、
コ
ス
ト
上
昇

へ
の
圧
力
と
な
っ
た
（
長
江
デ
ル
タ
地
域

は
15
％
前
後
の
上
昇
）。
前
出
の
「
業
況

調
査
報
告
」
で
も
、
現
在
直
面
し
て
い
る

問
題
点
と
し
て
「
労
務
費
の
上
昇
」
を
課

題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
企
業
が
約
58
％
に

達
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
他
の
問
題
点

を
大
き
く
引
き
離
す
ト
ッ
プ
に
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
い
か
に
こ
の
問
題
が
日
系

企
業
に
と
っ
て
深
刻
か
が
わ
か
る
。
さ
ら

に
、
昨
年
５
月
か
ら
は
、
広
東
省
や
遼
寧

省
、
江
蘇
省
等
の
工
場
集
積
地
で
連
鎖
的

に
「
給
与
水
準
へ
の
不
満
が
主
な
要
因
」

（
日
系
中
小
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
）と
見

ら
れ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
も
発
生
し
た
。

　

労
務
管
理
以
外
に
も
、
中
国
特
有
と
言

え
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
一
方
的
な
電
力
供

給
制
限
、
人
民
元
の
先
高
観
、
不
透
明
な

法
律
・
制
度
の
運
用
等
が
そ
の
代
表
的
な

も
の
だ
。
こ
れ
ら
に
、
日
系
企
業
の
場
合

は
歴
史
的
な
背
景
も
あ
り
、
突
発
的
な
反

日
デ
モ
、
日
本
製
品
不
買
運
動
等
に
巻
き

込
ま
れ
る
リ
ス
ク
も
潜
む
。

投
資
国
と
し
て
の
優
位
性
は

引
き
続
き
高
い

　

中
国
の
人
件
費
は
上
昇
し
続
け
て
い
る

も
の
の
、
前
出
の
「
業
況
調
査
報
告
」
に

よ
れ
ば
、
中
国
に
お
け
る
一
般
ワ
ー
カ
ー

一
人
当
た
り
の
月
平
均
賃
金
は
上
海
市
内

で
も
約
2.8
万
円
で
、「
日
本
人
一
人
分
の

給
与
で
５
人
を
雇
え
る
」（
同
市
所
在
日

系
企
業
）
水
準
だ
と
い
う
。
中
国
一
辺
倒

の
リ
ス
ク
を
分
散
す
る
た
め
の
「
チ
ャ
イ

ナ
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
」
の
筆
頭
格
と
さ
れ
る

ベ
ト
ナ
ム
（
同
1.1
万
円
）
よ
り
高
い
も
の

の
、
中
小
企
業
の
集
積
が
進
ん
で
い
る
タ

イ
（
同
3.1
万
円
）
や
マ
レ
ー
シ
ア
（
同

4.5
万
円
）よ
り
は
ま
だ
低
い
水
準
で
あ
る
。

　

ま
た
、“
世
界
の
工
場
”で
あ
る
中
国
は
、

「
世
界
一
産
業
集
積
が
進
み
、
部
品
調
達

に
適
し
て
い
る
」（
日
系
中
小
産
業
機
械

メ
ー
カ
ー
）と
い
う
強
み
も
あ
る
。
他
方
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
新
興
国
で
は
「
部
品
調

達
に
苦
労
し
、
や
む
な
く
中
国
か
ら
の
輸

入
に
頼
っ
て
い
る
」（
ベ
ト
ナ
ム
に
も
拠

点
を
有
す
る
日
系
中
小
電
機
部
品
メ
ー

カ
ー
）
と
い
う
話
も
聞
か
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
フ
ラ
面
の
整
備
も
進
ん

で
い
る
。
主
要
都
市
間
を
結
ぶ
高
速
道
路

網
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
コ
ン
テ

ナ
取
扱
量
が
世
界
で
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

る
港
も
複
数
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

要
素
に
、
世
界
最
大
の
消
費
市
場
と
し
て

の
魅
力
が
加
わ
り
、
中
期
的
に
み
て
も
有

望
な
投
資
国
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
項
で
は
、
そ
の
市
場
の
拡
大
を
好
機

と
し
て
進
出
し
た
当
事
業
お
取
引
先
の
事

例
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

上海の近代的なビル群（浦東地区）

“
世
界
の
工
場
”に“
世
界
の
市
場
”の
魅
力
が
加
わ
る
中
国

山岸瑞彦（やまぎし みずひこ）

'03年４月、中小企業金融公
庫（現日本政策金融公庫）入
庫。経営情報部、名古屋支店
を経て'09年４月から財団
法人日中経済協会上海事務
所に派遣。

海
外
現
地
レ
ポ
ー
ト

　
“
世
界
の
工
場
”中
国
。
'90
年
代
か
ら
'00
年
代
初
め
に
か
け
て
、世
界
各
国
の
企
業
が
生
産
拠
点
を
中
国
に
移
し
た
。
当
時
は

電
機
・
電
子
関
連
や
繊
維
産
業
が
安
価
か
つ
豊
富
な
労
働
力
を
求
め
て
進
出
し
、今
や
中
国
は“
世
界
の
工
場
”と
し
て
の
地
位

を
固
め
た
。
ま
た
、最
近
で
は
、“
世
界
の
市
場
”と
し
て
の
魅
力
も
加
わ
り
、現
地
販
売
を
目
的
と
し
た
進
出
が
増
加
し
て
い
る
。

　

本
号
で
は
、
変
貌
す
る
中
国
投
資
環
境
等
の
最
新
情
報
の
ほ
か
、
実
際
に
現
地
に
進
出
し
て
い
る
公
庫
お
取
引
先
の
事
例

を
紹
介
す
る
。

そ
の
③ 

中
国
編

海 外 現 地 レ ポ ー ト

0% 10% 20% 30% 40%

37.1％

7.3％

15.4％

労働力が低廉豊富

既存取引先が既に進出

現地市場の将来性が高い

40.4％
62.9％

16.0％
24.9％

14.1％
政治・社会情勢が安定している

安価な原材料調達が可能

優秀な人材確保が可能 

インフラが整備されている

地理的に優位である

50% 60% 70%
図2　中国を投資有望国として挙げた理由（複数回答あり）

出所：日本公庫 中小企業事業「取引先海外現地法人の業況調査報告」

上海市【495社】
他地域に比べ交通アクセス、
インフラ、市場規模、開かれ
た風土の面で優位性があり、
業種も様々な製造業だけで
なく卸売・サービス業なども
あり、バラエティーに富む

浙江省【128社】
繊維・アパレルや電機・電
子メーカーが集積。最近
はIT企業の進出もみられ
る。’08年には杭州湾を渡
る大橋が開通し、上海市
からのアクセスが改善

江蘇省【262社】
南通市などには古く
から繊維・アパレル業
が進出。近年では蘇州
市や無錫市を中心に
自動車、電機・電子、建
機メーカーが集積

蘇州市 上海市

抗州市
杭州湾海上大橋

寧波市

無錫市

常州市

［長江デルタ地域拡大図］

南京市

［長江デルタ地域拡大図］
環渤海地域【287社】
（遼寧省、山東省）

北京、天津を含む
その他の地域【729社】

長江デルタ地域【885社】
（上海市、江蘇省、浙江省）

珠江デルタ地域【190社】
（広東省）

上海市

青島市

大連市

成都市

北京市

広州市

［中国全図］

香港【313社】

内陸部都市の四川省成都市でもインフラ投資が急拡大

図１　中国における公庫お取引先現地法人の拠点分布
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中
国
市
場
進
出
、機
は
熟
し
た
り

1
　

岡
熱
機
械（
常
州
）有
限
公
司
は
、
農
業

機
械
や
動
力
伝
達
装
置
等
の
生
産
を
行
な

っ
て
い
る
オ
カ
ネ
ツ
工
業
株
式
会
社（
本
社
：

岡
山
県
岡
山
市
）
の
中
国
現
地
法
人
だ
。

　

大
手
農
機
メ
ー
カ
ー
向
け
の
O
E
M
製

品
と
産
業
用
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
の

各
種
歯
車
ユ
ニ
ッ
ト
の
生
産
を
手
掛
け
る

同
社
で
は
、
一
部
の
指
定
材
を
除
き
、
中

国
で
仕
入
れ
た
材
料
で
、
ア
ル
ミ
ダ
イ
カ

ス
ト
鋳
造
や
加
工
、
熱
処
理
、
塗
装
、
組

立
ま
で
の
一
貫
生
産
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

同
社
の
設
立
は
'07
年
だ
が
、
中
国
に
最

初
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
の
は
約
20
年
前
だ

っ
た
と
い
う
。
当
時
は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の

調
査
が
目
的
だ
っ
た
が
、
12
年
ほ
ど
前
か

ら
は
中
国
で
の
“
も
の
づ
く
り
”
に
つ
い

て
本
格
的
な
検
討
を
始
め
て
い
た
。

　
「
進
出
に
当
た
っ
て
は
、
日
本
か
ら
部
品

を
輸
出
し
、
製
品
を
日
本
へ
逆
輸
入
す
る

の
で
は
、
中
国
の
安
価
な
労
働
力
を
活
用

す
る
だ
け
で
将
来
性
が
な
い
こ
と
か
ら
、

現
地
製
造
・
現
地
販
売
を
前
提
と
し
ま
し

た
。
た
だ
、
当
時
は
、
当
社
の
求
め
る
品

質
の
原
材
料
調
達
が
難
し
く
、
結
局
日
本

か
ら
部
品
を
輸
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
で
あ
っ
た
上
、
市
場
も
小
さ
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
一
旦
進
出
計
画
を
中
止
し
ま

し
た
」（
和
田
董と

う
じ
ち
ょ
う

事
長
）。

　

再
び
進
出
を
検
討
し
始
め
た
の
は
５
年

ほ
ど
前
。
中
国
経
済
の
成
長
に
伴
っ
て
、

農
業
機
械
等
の
市
場
規
模
が
急
拡
大
し
て

い
た
た
め
だ
。
当
初
は
上
海
市
の
郊
外
へ

進
出
予
定
で
あ
っ
た
が
、
上
海
市
が
メ
ッ

キ
や
塗
装
等
の
一
部
業
種
の
進
出
を
規
制

す
る
と
い
う
政
策
を
打
ち
出
し
た
こ
と
か

ら
、
将
来
的
な
生
産
拡
大
が
難
し
い
と
考

え
、
調
印
式
の
直
前
に
取
り
止
め
た
。「
準

備
に
か
か
っ
た
費
用
は
捨
て
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
思
え
ば
踏
み
と
ど
ま

っ
て
よ
か
っ
た
」
と
董
事
長
は
振
り
返
る
。

区
政
府
か
ら
の
歓
迎

2
　

最
終
的
に
進
出
地
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、

江
蘇
省
の
常
州
市
武
進
区
だ
っ
た
。
こ
の

都
市
は
、
上
海
市
か
ら
西
へ
車
で
２
時
間

半
程
の
立
地
で
、周
辺
に
当
面
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
な
る
日
系
大
手
農
機
、
建
機
メ
ー
カ

ー
が
拠
点
を
構
え
て
い
る
こ
と
が
理
由
だ
。

　

加
え
て
、
武
進
区
の
開
発
区
政
府
は
上
海

を
止
め
て
常
州
市
を
選
ん
だ
こ
と
を
大
い
に

歓
迎
し
て
く
れ
、
設
立
に
当
た
っ
て
い
ろ
い

ろ
と
当
社
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。「
少

し
で
も
地
元
に
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
、
現

在
で
は
同
区
の
日
系
企
業
誘
致
顧
問
と
し

て
、
中
国
進
出
を
検
討
し
て
い
る
日
本
企
業

の
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
区
政
府
と
は
良

好
な
関
係
を
築
け
て
い
ま
す
」
と
語
る
董
事

長
は
、
区
政
府
か
ら
名
誉
市
民
と
し
て
表
彰

さ
れ
て
い
る
ほ
ど
だ
。

受
注
急
増
が“
嬉
し
い
悲
鳴
”に

3
　

同
社
は
進
出
に
あ
た
り
、
日
本
で
の
取

引
先
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
独
自
に
営
業
基
盤
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
ず
進
め
た

の
は
、
徹
底
し
て
現
地
の
顧
客
ニ
ー
ズ
を

掴
む
こ
と
だ
っ
た
。
営
業
活
動
を
す
る
中

で
様
々
な
情
報
を
収
集
し
、
結
果
、
分
か

っ
た
こ
と
は
、
品
質
は
当
然
の
こ
と
、
納

期
が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ

っ
た
。
そ
こ
で
、
現
地
で
の
リ
ー
ド
タ
イ

ム
短
縮
や
、
外
注
依
存
に
よ
る
作
業
遅
延

を
無
く
す
た
め
、
日
本
本
社
で
は
手
掛
け

て
い
な
い
ダ
イ
カ
ス
ト
（
鋳
造
）
の
生
産

を
決
意
し
た
。
事
前
準
備
と
し
て
、
同
社

設
立
の
１
年
以
上
前
か
ら
日
本
本
社
の
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
工
場
に
人
材
を
派
遣
し
、
技

術
を
習
得
さ
せ
た
。
そ
れ
で
も
、
当
初
は

取
引
先
の
求
め
る
品
質
を
出
す
こ
と
が
で

き
ず
、
金
型
の
作
り
直
し
が
必
要
に
な
る

な
ど
苦
労
は
絶
え
な
か
っ
た
。

　

一
方
で
、
顧
客
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
営
業

活
動
の
成
果
に
よ
り
、
受
注
獲
得
は
順
調

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
中
国
政
府
の
農
業

機
械
化
政
策
等
に
よ
っ
て
、
農
機
市
場
が

急
速
に
拡
大
し
て
い
た
時
期
と
重
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
取
引
先
か
ら
の
増
産
要
請
も

入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
受

注
が
入
っ
た
こ
と
か
ら
、
生
産
現
場
は
混

乱
し
た
。
仕
掛
品
が
現
場
に
氾
濫
し
、
品

質
や
納
期
に
も
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
状

況
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
董
事
長
は
従
業
員
の
補
充
や
、

適
性
に
応
じ
た
配
置
見
直
し
を
進
め
な
が

ら
、
品
質
及
び
納
期
遵
守
の
重
要
性
を
幾

度
も
従
業
員
に
説
明
し
た
。
結
果
、
従
業

員
に
は
連
日
の
残
業
を
強
い
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
日
を
追
う
ご
と
に
作
業
が
効
率

化
す
る
と
と
も
に
、
品
質
や
納
期
も
安
定

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

将
来
は
経
営
の
現
地
化
を
目
指
す

４
　

多
く
の
日
系
企
業
で
労
務
管
理
が
主
な

経
営
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
社
も
例

外
で
は
な
い
。

　

従
業
員
教
育
の
面
で
は
、
生
産
性
向
上
の

た
め
、
既
存
製
品
に
つ
い
て
全
て
作
業
標
準

書
を
作
成
し
、
繰
り
返
し
指
導
し
て
い
る
。

し
か
し
、
教
え
る
側
、
教
え
ら
れ
る
側
双
方

の
経
験
不
足
も
あ
り
、
現
実
に
は
な
か
な
か

徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
同
社
で
は
、

ま
ず
指
導
す
る
立
場
と
な
る
現
地
管
理
職
ク

ラ
ス
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
重
点
的
に
図
る
方

針
を
決
め
、
日
本
本
社
で
の
研
修
制
度
を
構

築
し
た
。
幹
部
候
補
生
に
つ
い
て
は
３
ヵ
月

程
度
か
け
て
日
本
本
社
で
の
研
修
を
行
い
、

指
導
者
と
し
て
の
育
成
の
他
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後

は
一
般
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
も
技
術
習
得
の

た
め
日
本
本
社
で
研
修
さ
せ
る
こ
と
も
計
画

し
て
い
る
。

　

現
地
で
の
採
用
難
に
対
し
て
は
、
ま
ず

日
本
本
社
に
お
い
て
、
公
的
制
度
を
活
用

し
て
常
州
市
か
ら
研
修
生
を
受
け
入
れ
教

育
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。
制
度
の

仕
組
み
上
、
研
修
生
の
帰
国
後
、
必
ず
し

も
同
一
企
業
の
現
地
法
人
に
就
職
す
る
ル

ー
ト
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

帰
国
後
同
社
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
研
修

生
は
、
同
社
で
引
き
続
き
雇
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
帰
国
後
に
地
元
で
就
職
が

で
き
れ
ば
従
業
員
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
こ
の
流
れ
が
定
着
す
れ
ば
同
社

の
従
業
員
採
用
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

　
「
研
修
後
に
離
職
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

日
本
の
文
化
や
習
慣
に
触
れ
、
日
本
本
社
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
す
る
等
の
良
い
例

も
聞
い
て
い
る
の
で
、
積
極
的
に
研
修
を
行

な
っ
て
い
く
方
針
で
す
。
今
後
積
極
的
に
中

国
人
社
員
を
登
用
し
、
最
終
的
に
は
中
国
人

の
み
で
現
地
経
営
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
董
事
長
は
語
る
。

市
場
シ
ェ
ア
拡
大
に
向
け
て

積
極
投
資

５
　

生
産
能
力
拡
大
の
た
め
に
実
施
し
た
工

場
の
第
２
期
工
事
は
、
'10
年
12
月
に
完
成

し
た
ば
か
り
。
資
金
調
達
に
際
し
て
は
、

日
本
本
社
に
て
公
庫
の「
海
外
展
開
資
金
」を

活
用
し
た
。
今
後
、
日
本
本
社
は
マ
ザ
ー
工

場
、
同
社
は
中
国
市
場
向
け
量
産
工
場
と

い
う
役
割
分
担
で
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
成

長
を
目
指
し
て
い
る
。

　

経
済
成
長
著
し
い
中
国
で
は
、「
と
に
か

く
ス
ピ
ー
ド
が
大
事
。
お
そ
ら
く
２
～
３
年

後
に
は
市
場
シ
ェ
ア
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
だ
ろ
う
」
と
董
事
長
は
考
え
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
同
社
は
積
極
的
な
投
資
と
人

材
育
成
に
取
り
組
み
、
現
地
で
の
シ
ェ
ア
拡

大
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
方
針
だ
。

整理整頓が行き届いた現在の工場内部

急
成
長
す
る
中
国
市
場
で
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海 外 現 地 レ ポ ー ト

「中国のポテンシャルはまだまだ高い」と
市場成長の期待を語る和田董事長

工場入口に展示されている商品群生産現場の様子

経済の構造的変化に適応するために海外展開をする
ことが経営上必要であり、一定の要件を満たすかた

ご利用
いただけるかた

当該事業を行うために必要な設備資金および長期
運転資金（海外企業に対する転貸資金を含む）

ご利用
いただける資金

7億2千万円（うち運転資金2億5千万円）融資限度額

基準利率利率（注2）

設備資金：15年以内（うち据置3年以内）
運転資金：  7年以内（うち据置2年以内）

融資期間

日本公庫（中小企業事業）の海外展開資金

（注2）信用リスク・融資期間等に応じて所定の利率が適用されます。

（注1）

（注1）平成23年度から制度を拡充予定（詳しくは本誌P21参照）。


